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はじめにはじめに

劇症劇症11型糖尿病は型糖尿病は20002000年に今川らが提唱した年に今川らが提唱した
糖尿病の新しい亜型の糖尿病の新しい亜型の11つである。日本全体つである。日本全体
では年間では年間4040名以上が発症していると考えられ名以上が発症していると考えられ

ているが死亡例は稀である。ているが死亡例は稀である。

今回心肺停止状態で来院した劇症今回心肺停止状態で来院した劇症11型糖尿病型糖尿病

を経験したので報告する。を経験したので報告する。



症例：症例： 3232歳歳 男性男性
【【主訴主訴】】意識障害、意識障害、嘔吐嘔吐、、呂律呂律が回らないが回らない

【【既往歴既往歴】】特記すべきことなし特記すべきことなし

【【生活歴生活歴】】喫煙歴：あり（詳細不明）喫煙歴：あり（詳細不明）

飲酒歴：ワイン飲酒歴：ワイン11本＋ビール大本＋ビール大11本本//日日
職業：会社員職業：会社員

【【現病歴現病歴】】20072007年年55月月1111日頃より全身倦怠感・咳日頃より全身倦怠感・咳
嗽といった感冒様症状が出現。嗽といった感冒様症状が出現。55月月1616日からは日からは
嘔気も出現したため、嘔気も出現したため、近医近医を受診した。感冒の診を受診した。感冒の診
断にて感冒薬を処方されたが、断にて感冒薬を処方されたが、55月月1717日朝日朝88時頃時頃
より出勤先にて呂律より出勤先にて呂律が回らなくなったためが回らなくなったため帰宅。帰宅。
自宅で様子をみるも症状が持続自宅で様子をみるも症状が持続した。した。その後、倒その後、倒
れたため救急車にてれたため救急車にて午後午後44時時来院来院しした。た。



入院時現症入院時現症
身長身長：：不明不明．．

体重体重 ：：不明不明((痩せ型痩せ型))
体温体温：：37.237.2℃℃．．

脈拍脈拍：触知せず：触知せず

血圧血圧：：測定不可測定不可

意識レベル意識レベル：：JCS300JCS300
眼瞼結膜眼瞼結膜：：貧血貧血なし．なし．

眼球結膜眼球結膜：：黄疸黄疸なしなし

甲状腺甲状腺：：腫大なし腫大なし．．

腹部腹部：：平坦かつ軟平坦かつ軟



入院時血液検査入院時血液検査
＜血液ガス分析＞＜血液ガス分析＞＜電解質＞＜電解質＞CK 1721 IU/lCK 1721 IU/l＜血算＞＜血算＞

抗ＧＡＤ抗体抗ＧＡＤ抗体 0.30.3未満未満
SS‐‐AMY 231IU/lAMY 231IU/lγγ－－GTP 54IU/lGTP 54IU/l

HbA1c 5.8mg/dlHbA1c 5.8mg/dlAlb 4.1g/dlAlb 4.1g/dlLDH 276IU/LDH 276IU/ｌｌ

血糖血糖 1410mg/dl1410mg/dlTP 6.3g/dlTP 6.3g/dlGPT 46IU/lGPT 46IU/l

BE    BE    --25.6mEq/l25.6mEq/lCRP 4.7mg/dlCRP 4.7mg/dlUA15.1 mg/dlUA15.1 mg/dlGOT 86IU/GOT 86IU/ｌｌ

TCOTCO22 10.2mEq/l10.2mEq/lCreCre 3.5mg/dl3.5mg/dl＜生化学＞＜生化学＞

HCOHCO33
-- 8.6mEq/l8.6mEq/lCa 9.2mg/dlCa 9.2mg/dlBUN 68.4mg/dlBUN 68.4mg/dlPltPlt 17.617.6万万//μμll

pOpO22 34.5mmHg34.5mmHgClCl 70mEq/l70mEq/lTG 508mg/dlTG 508mg/dlHbHb 12.7g/dl12.7g/dl

ｐｐCOCO2250.350.3mmHgmmHgK 8.6mEq/lK 8.6mEq/lTT--chocho 206mg/dl206mg/dlRBC 388RBC 388万万//μμll

ｐＨｐＨ 6.8666.866Na 115mEq/lNa 115mEq/lTT--bilbil 0.2mg/dl0.2mg/dlWBC 32520/WBC 32520/μμll



入院時胸・腹部レントゲン入院時胸・腹部レントゲン



入院時入院時CTCT



劇症劇症11型糖尿病の診断基準型糖尿病の診断基準

11．糖尿病症状発現後．糖尿病症状発現後11週間前後以内で週間前後以内で

ケトーシスあるいはケトアシドーシスに陥るケトーシスあるいはケトアシドーシスに陥る

2.2. 初診時の（随時）血糖値が初診時の（随時）血糖値が288mg/dl288mg/dl以上以上

であり、かつであり、かつHbA1cHbA1c値＜値＜8.5%8.5%であるである

3.3. 発症時の尿中発症時の尿中CCペプチド＜ペプチド＜10mg/day10mg/dayまたはまたは

空腹時血清空腹時血清CCペプチド＜ペプチド＜0.3ng/ml0.3ng/mlかつかつ

グルカゴン負荷後（または食後グルカゴン負荷後（または食後22時間）時間）

血清血清CCペプチド＜ペプチド＜0.5ng/ml0.5ng/mlであるである



経過経過

・・救急室内救急室内にに搬送中搬送中に心肺停止に心肺停止となり、となり、心肺心肺
蘇生を蘇生を開始開始

・経皮的心肺支持装置・経皮的心肺支持装置(PCPS)(PCPS)導入後導入後

自己心拍再開自己心拍再開

・・生食の急速補液及び生食の急速補液及びインスリンインスリンのの持続持続静注静注
投与を開始投与を開始

・・両側肺炎認め、両側肺炎認め、イミペネム・シラスタチンイミペネム・シラスタチンNaNa
を点滴を点滴

・翌日午前・翌日午前22時永眠時永眠



まとめまとめ

心肺停止状態で来院した劇症心肺停止状態で来院した劇症11型糖尿病の型糖尿病の11例例

劇症劇症11型糖尿病は進行が急であり診断、治療の遅型糖尿病は進行が急であり診断、治療の遅

れが致命的となるれが致命的となる

このタイプの糖尿病の存在を認識することが重要このタイプの糖尿病の存在を認識することが重要


